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今夏は暑い日が多く、熱中症への注意がもう少し続きそうですが夕方になると心地よい風が吹き、秋の訪れ

を感じます。田んぼは稲刈りが始まり、雑木林や草原では、夏の終わりを告げるヒグラシやツクツクボウシの

鳴き声に交じって秋の虫が鳴いてます。野菊が揺れる爽やかな秋を待ちわびるこの頃です。 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

   

 

 

 

     

 

 

  センニンソウ       フジカンゾウ      ヤマホトトギス     イヌショウマ 

 

ショウリョウバッタ      オンブバッタ     ヤブキリ 

＜季節メモ＞ 
 
月を愛でる 

秋といえばお月見。月の満

ち欠けなどで暦を計算した旧

暦では、人々の生活と月は密

接につながっていました。特

に農作業に従事する人々は満

月を豊穣の象徴とし、収穫の

感謝を込めて収穫物を月に供

えました。ススキと団子、ス

スキは稲穂に見立て、団子は

丸い月に見立て、秋の七草な

ども飾りました。 

今は、十五夜を楽しむ風習

は薄れてきましたが、空気が

澄んで月が美しく見える時期

時代が変わっても月の美しさ

だけは変わりませんね。 
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ツリガネニンジン      オトコエシ       タコノアシ      

ツルボ          ハッカ         ミゾソバ   

コバネイナゴ       クビキリギス       エンマコオロギ   

ヤゴ（幼虫）               

トンボの王様 

オニヤンマ 

羽化      

草原や林の虫 

 

オニヤンマ 


